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大阪大学低温センターだより　第１３９号 

平成１９年７月　発行 

編集責任者　　北 　 岡 　 良 　 雄 

発　行　者　　大阪大学低温センター 

　　　　　　　吹田分室　　大阪府吹田市山田丘２番１号 

　　　　　　　　　　　　　　電話（０６）６８７９－７９８５ 

　　　　　　　豊中分室　　大阪府豊中市待兼山町１番１号 

　　　　　　　　　　　　　　電話（０６）６８５０－６０９０ 

 

印　刷　所　　阪東印刷紙器工業所 

　　　　　　　　　　　　　大阪市福島区玉川３丁目６番４号 

　　　　　　　　　　　　　　電話（０６）６４４３－０９３６（代表） 

〈編集後記〉 
　６月の編集委員会で、１３９号の原稿整理が行われました。編集後記の担当は委員の間で

順番に回っており、今回はまだ書いていない私に当たりました。編集後記を書くにあたり、

一通り記事を読ましていただきました。どれもおもしろい記事でしたが、個人的に最も興

味部深く感じたのは、強磁性超伝導体についての研究ノートです。強磁性における超伝導

状態がどのようなものであるかについて、紹介されています。ところで、超伝導に関連し

て、この４月にＪＲ東海から２０２５年に東京－名古屋間を４０分程度で結ぶリニアモーターカ

ーの営業開始を目指すとの発表がありました。また、おなじく４月に高温超伝導を利用し

た大型船用のモータの開発に成功し、米海軍大型艦船の動力源として利用されることが予

定されているとの発表もありました。送電線として利用されるのもそう遠くなさそうに思

われます。超伝導が１９１１年にオンネスにより発見されてから１世紀ほどたちようやく我々

の生活に無くてはならないものに成りそうです。 

　低温センターだよりは、低温に関連した話題に限定しているわけではありません。低温

と関係なくとも皆様に興味を持っていただける話題を学際的な立場から紹介したいと考え

ています。面白そうな話題があれば、お近くの低温センターだより編集委員まで御連絡く

ださい。 

（福田　隆） 
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表紙説明：（上図）フラウンホーファ回折モデルのMa＝１０ での三次元強度分布。 

　　　　　（下図）フラウンホーファ回折モデルのMa＝１０ での二次元強度分布。 


